
 

 

 

 

 

 

 

学校の教育目標 【学校教育目標】 

・児童生徒の発達や特性を考慮し、一人一人のニーズに応じた教育をとおして、      

社会で自立し、健康で心豊かに生きる人間を育む。 

 

【学校教育目標と課外活動との関連】 

・共通の興味･関心を持つ児童生徒によって組織する集団活動をとおして、児童

生徒の主体的・自主的な活動を促し、体験的な活動に取り組む環境を整える。 

 

【課外活動の教育的意義】 

・生徒の自主性を伸長するとともに、友達や教師とよりよい関係を構築する。 

 

課外活動の 

基本方針 

【学校の課外活動に係る活動方針】  

１．生徒のニーズ等に応じた活動部を設定する。 

２．安全な環境を整え、必要な人員を配置する。 

３．病気や障害の状況、活動日の生徒の体調等に配慮しつつ、生徒の主体的・自

主的な活動を支援する。 

４．生徒の負担過重にならないような活動日・活動時間の設定をする。（各部週 1

回、40 分を基本とする） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課外活動の活動方針 

栃木県立足利特別支援学校 



  

 

 

 

 

目標 【運動部の年間目標】 

・様々なスポーツや身体を動かすことに興味・関心をもつ生徒の集団活動を通し

て、生徒の主体的・自主的な活動を促し、チームワークや思いやりの心をもつ。 

・障害に応じた活動を通して継続意欲を高め、将来の余暇活動の拡大を図る。 

活動方針 【運動部の活動方針】  

・活動における安全管理の徹底 

・時期の活動内容に対応した適切な活動体制の整備 

・障害に応じたスポーツの工夫 

・活動日：基本的に毎週金曜日（40分） 

年間計画 

４月 

 

５月 

 

６月 

 

 

９月 

 

 

 

 

通年 

 

 

参加希望調査の実施 

年間計画の作成 

障害者スポーツ大会参加希望調

査 

障害者スポーツ大会参加申し込

み 

 

障害者スポーツ大会出場種目練

習 

障害者スポーツ大会参加 

 

 

スポーツ指導 

 

・保護者通知の配付、集計 

・部長、副部長の選出 

・保護者通知の配付、回収 

・参加希望とりまとめ 

・栃木県障害者スポーツ協会へ必要書類提出 

 

 

・出場種目別事前練習 

 

・事前の大会要項連絡や、参加計画作成等 

・大会当日参加 

 

・障害者スポーツを始め、様々なスポーツの体

験、大会参加を支援（ボッチャ、卓球バレー、

風船バレー、バドミントン等） 

・生徒が主体となって活動内容を決定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動部の活動方針 



 

 

 

 

 

目標 【文化部の年間目標】 

 共通の興味・関心を持つ児童生徒によって組織する集団活動を通して、児童生徒の主

体的・自主的な活動を促し、体験的な活動に取り組む環境を整える。 

活動方針 【文化部の活動方針】  

・部活動を通して、自然や生き物に親しみ自主性を育む。 

・活動日：基本的に毎週火曜日（４０分） 

年間計画 

 

５月 

 

６月 

 

７月 

 

８月 

 

９月 

 

10月 

 

11月 

 

12月 

 

１月 

 

２月 

 

３月 

 

○写真撮影活動 

 

・写真に親しむためカ

メラに触れる 

 

 

・実際に写真を撮って

みよう 

・校内の写真を撮って

みよう 

・学校内の写真を撮っ

てみよう 

・お互いにとった写真

を見てみよう 

 

 

 

 

・写真を応募しよう 

・ 

 

１年間を振り返ろう 

 

○写真撮影活動（目標） 

 

・カメラに慣れるため

に、実際に撮ってみる。 

 

 

・先生と撮りたい写真を

決める。実際に撮影す

る。 

・先生と相談し被写体を

意識して写真を撮る。 

・学校の自然や友達を意

識して写真を撮る。 

・撮った写真を発表す

る。 

 

 

 

・自分たちの撮った写真

をコンクール等に応募

する。 

・１年間の活動を振り返

ったり、来年度の活動を

決めたりする。 

○室内活動 

 

・行いたい活動

をしよう 

（通年） 

○室内活動（目標） 

 

 

・生徒同士で相談

し、その日に行い

たい活動を行う。

（通年） 

 

 

 

文化部の活動方針 



 

 

 

 

目標 【音楽部の年間目標】 

・楽曲練習やコンサート実施を通して表現活動の充実を図る。 

・楽曲選定や楽器の担当など、話し合い活動を通して生徒の自主的な運営及び活

動を推進する。 

・ソロパートやせりふなど、生徒の役割を分担し、責任感や連帯感を育成する。 

活動方針 【音楽部の活動方針】  

・表現活動を通して、自己表現力や自己効力感を高める。 

・部活動運営を通して自主性や連帯感を育むとともに、将来の余暇活動の拡大を

図る。 

・活動日：基本的に毎週月曜日（40分） 

年間計画 

４月 

 

５月 

 

６月 

 

７月 

 

８月 

 

９月 

 

10月 

 

11月 

 

12月 

１月 

 

２月 

 

３月 

 

 

・年間計画の作成 

・基礎練習（発声練習） 

・課題曲練習 

 

・ミニコンサート 

・県民の日集会 

・コンサート関係楽曲選定 

 

・コンサート曲練習 

 

 

 

・やまなみ祭ステージ発表 

・佐野ふれあいフェスティバル 

・コンサート曲練習 

 

 

 

 

・ミニコンサート 

 

・卒業生を送る会 

・音楽部卒業を祝う会 

 

 

・部長、副部長を選出する。 

・担当楽器の希望調査を行い、分担を決める。 

・年間を通して取り組む音楽部のテーマ曲を

決定し、練習する。 

・オープニング等で出演し、テーマ曲を歌う。 

・ソングリーダーとして前に出て歌唱する。 

・生徒の希望を基に、学校祭に向けて発表曲を

選び、練習に取り組む。 

 

 

 

・曲想に合わせた表現を工夫して楽曲を仕上

げ、ステージで発表する。 

 

・ミニコンサート及び卒業生を送る会に向け

て、行事や季節にあった楽曲を選び、練習に

取り組む。 

 

・音楽部として出演するとともに、「みんなで

歌おうコーナー」等でソングリーダーとして

歌唱する。 

・１年間の活動を振り返る。 

 

音楽部の活動方針 


